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㸰㹄㸰㸵�

 

㹌㹃㹂㹍の電子・材料関係のテーマ公ເ型事業における費用対ຠ果に関する

考ᐹ 

 

 
 ᒣᓮගᾈ（NEDO）ࠊᮌ村ኴ㑻ۑ

 

 

 
㸯㸬はじめに  

⊂立行政ἲ人新ࢿ࢚ルࢠー・産業技術総合開発

機構（以ୗ「㹌㹃㹂㹍」）はࠊ我が国におけるࢼ

ノテクノロジーの実用化を推㐍するためࠊ㸰㸮㸮

㸳年ᗘからテーマ公ເ型事業「ࢼノテク・ඛ端部

材実用化研究開発」を実施している。本事業はࠊ

産業ᡓ␎ୖの㔜要性を考៖して㹌㹃㹂㹍が㑅定

したシーࢬ技術を用いてࠊ新産業造ᡓ␎（㸰㸮

㸮㸲㸬㸳ࠊ経済産業省）における新産業分野のう

・♴⚟・ᗣࠊ情報ᐙ電ࠊット࣎ロࠊ料電ụ⇞ࠊࡕ

機ჾ・サービスࠊ⎔ቃ・ࢿ࢚ルࢠー・機ჾ・サー

ビスの㸳分野の発展に資する࢟ーデバイスの実

現を┠指している。  

本✏ではࠊ㹌㹃㹂㹍の電子・材料関係分野にお

けるテーマ公ເ型事業を分析するためୖࠊグ「ࢼ

ノテク・ඛ端部材実用化研究開発」のこれまでの

⤊テーマに対するホ౯結果と投入㔠㢠にࡘい

て分析した。事業は平成㸰㸳年ᗘの⤊をண定し

ておりࠊ現点までの成果のᢕᥱをヨみるととも

にࠊᚋのマࢿジ࣓ントにおける改善点の᳨ウを

行った。 

 

㸰㸬「ࢼノテク・ඛ端部材実用化研究開発」の概要

は๓㏙「ノテク・ඛ端部材実用化研究開発ࢼ」 

の㊃᪨に加えࠊୗグの通りタ計されている。  

・テーマ⤊ᚋ３㹼㸳年での実用化を┠指す研究

開発が対㇟。  

・シーࢬの確立を┠的としたඛᑟ的研究開発を

「ステージϨ」ࠊ実用化研究開発を「ステージ

ϩ」とする。ࡑれࡒれ㸰㹼３年⛬ᗘ（合計で最

長㸳年）とする。ステージϨではࠊ㸵㸮ⓒ

以ෆ㸭年㸭௳を㹌㹃㹂㹍からのጤクとして

㢠をᨭ⤥。ステージϩではࠊ㸰㸮㸮ⓒ以ෆ

㸭年㸭௳を⿵ຓ⋡㸰㸭３以ෆで⿵ຓ。（㸰㸮㸮

㸳年ᗘ実施の公ເのみࠊステージϩでは㸯㸮

㸮ⓒ以ෆ㸭年㸭௳を⿵ຓ⋡㸰㸭３以ෆで

⿵ຓ。）  

・川ୖと川ୗのᆶ┤連ᦠࠊ異業✀・異分野の連ᦠ

が必㡲。ステージϨでは研究体ไの୰に業が

㸯♫以ୖྵまれていることが必要（㸰㸮㸯㸮年

ᗘは大学あるいは公的研究機関のཧ⏬も᮲௳）。

ステージϩでは」数の業でຓ成事業を実施

する体ไをྲྀることが必要。  

・ステージࢤート方ᘧを採用。ステージϨとステ

ージϩの㛫で⤠り㎸みホ౯（ステージࢤート）

を行いࠊ実用化の観点から᭷ᮃなシーࢬ技術を

㑅ᢤ。ただしࠊ公ເにステージϩから開ጞの

提もྍ⬟。  

 
３㸬研究方ἲ  

３㸫㸯㸬分析対㇟ 
におい「ノテク・ඛ端部材実用化研究開発ࢼ」

て採ᢥした㸵㸶テーマのෆࠊ平成㸰３年ᗘまで

に⤊しࠊ事ᚋホ౯をཷけたテーマ（ステージϨ

⤊テーマ㸳㸮௳ࠊステージϩ⤊テーマ㸯㸴

௳）にࡘいてࡑࠊの結果と投入㔠㢠を分析した。 
テーマ公ເ型事業においてはࠊプロジ࢙クトホ

౯（1('2 が自ら定めたプロジ࢙クトᇶ本計⏬に

ᇶ࡙き実施する研究開発事業に係るホ౯）は実施

成ࡸไᗘの┠ᶆ㐩成ᗘࠊไᗘホ౯によってࠊずࡏ

果のព⩏➼をᢕᥱする。ただしࠊ本事業において

は電子・材料・ࢼノテクノロジー部がไᗘホ౯と

は別にእ部ጤဨからなるホ౯ጤဨ会を開催しࠊテ

ーマࡈとに事ᚋホ౯を行なっている。本✏におい

てはࠊこの事ᚋホ౯結果を分析した。またࠊテー

マࡈとのண算実⦼と事ᚋホ౯結果との関係にࡘ

いても分析した。 
 

３㸫㸰㸬分析方ἲ 
 本事業のテーマ事ᚋホ౯ではࠊ㸲ࡘの㡯┠でホ

౯を行なっている。ࡑのうࡕプロジ࢙クトホ౯と

ඹ通するࠊ「研究開発成果」ࠊ「実用化・事業化の

見通し」の㸰ࡘのホ౯㍈にࡘいてࡑࠊれࡒれ㸮㹼

３点で表した。ࡑれらをプロジ࢙クトホ౯におけ

るホ౯ᡭἲにೌいࠊ横㍈に「研究開発成果」ࠊ⦪

㍈に「実用化・事業化の見通し」をとりࠊプロッ

トした。㹌㹃㹂㹍ではྛホ౯㍈の点数が最ప㸯点

以ୖかࡘ合計点が３点以ୖのものを「合᱁」㸲点
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以ୖのものを「ඃⰋ」プロジ࢙クトとしている。 
プロジ࢙クトホ౯とはホ౯ᡭἲが異なるためཧ

考್とはなるもののྛࠊテーマをୖグの分㢮にᚑ

い分析するとともにࠊテーマࡈとのண算総㢠との

関連性を明らかにした。 
 
㸲㸬結果 
㸲㸫㸯㸬実施テーマ数とண算実⦼ 

本事業においてはࠊ平成㸰㸲年㸷月までに㸵㸶

௳を採ᢥ・実施しておりࠊண算実⦼㢠にࡘいては

⣼計で⣙㸯㸶㸮൨となっている。（ᅗ㸯）ࡑの

うࠊࡕ現点までにステージϨ⤊ホ౯を実施し

たテーマは㸳㸮௳ࠊステージϩの⤊ᚋࠊ事ᚋホ

౯を実施したテーマは㸯㸴௳である。 
 

 
ᅗ㸯㸬実施テーマ数と実⦼㢠（平成㸰㸲年ᗘはዎ

⣙㢠） 
 
㸲㸫㸯㸬ホ౯結果（ステージϨ） 
 ステージϨ（ඛᑟ的研究開発）の⤊ᚋホ౯結

果はࠊ㸳㸮௳୰合᱁㸲３௳（㸷㸯㸣）ࠊうࡕඃ

Ⰻ㸰㸲௳（３㸰㸣）合᱁㸵௳（㸷㸣）という結

果となった。（ᅗ３） 
ステージϨ体の平均では「研究開発成果」㸰㸬

㸰点ࠊ「実用化・事業化の見通し」㸯㸬㸶点とな

りࠊඃⰋに分㢮される。 
ྛテーマのጤク費総㢠にࡘいてはࠊ概ね㸰൨

๓ᚋである。（ᅗ３）༢年ᗘᙜたりのጤク㔠㢠は

⣙㸴༓㹼㸵༓⛬ᗘでࠊ研究開発期㛫は３年の

テーマがከい。ホ౯結果との関係にࡘいてはࠊ

とࢇど関連性は見られない。 
 

 
ᅗ㸰㸬ステージϨ⤊テーマのホ౯結果 
 

 
ᅗ３㸬テーマࡈとのጤク費総㢠とホ౯結果 
 
㸲㸫㸰㸬ホ౯結果（ステージϩ） 

ステージϩの事ᚋホ౯結果はࠊ㸯㸴௳୰合᱁

㸯㸲௳（㸶㸶㸣）ࠊうࡕඃⰋ㸯㸰௳（㸵㸳㸣）

合᱁㸰௳（㸯㸰㸣）という結果となった（ᅗ㸲）。 
事業体では「研究開発成果」㸰㸬㸰点ࠊ「実用

化・事業化の見通し」㸰㸬㸯点となりࠊඃⰋに分

㢮される。ステージϨと比較してࠊඃⰋの合が

大きくୖ᪼している。 
 ྛテーマのຓ成総㢠にࡘいてはࠊ⣙㸶༓㹼

㸴൨と㠀ᖖに㔠㢠差が大きい（ᅗ㸳）。事ᚋホ

౯ではࠊຓ成㔠㢠によらずከ数のテーマで㧗い成

果をあࡆている。 
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ᅗ㸲㸬ステージϩ⤊テーマのホ౯結果 
 

 
ᅗ㸳㸬テーマࡈとのຓ成総㢠とホ౯結果 
 
㸲㸫３㸬⤊年ᗘ別のホ౯結果 
 ⤊年ᗘ別のホ౯結果は表㸯のようになって

おりࠊ年ᗘを経るにࡘれて合᱁⋡・ඃⰋ⋡が改善

する傾向にある。またࠊテーマ公ເ型事業ではな

い1('2体のプロジ࢙クトホ౯の実施結果（表

㸰）と比較するとࠊ年ᗘ別・⣼計ともに合᱁⋡は

 。ୗᅇっているࡸࡸ
 
  年ᗘィ ⣼ィ 

  

ྜ᱁

（䠂） 

ඃⰋ

（䠂） 

ྜ᱁

（䠂） 

ඃⰋ

（䠂） 

䠎䠐年ᗘ 100  㻣8  8㻢  5㻢 

䠎䠏年ᗘ 92  㻢2  8㻠  5㻟 

䠎䠎年ᗘ 9㻟  㻢㻣  82  50 

䠎䠍年ᗘ 㻢㻣  㻠㻣  㻣㻢  㻠1 

䠎䠌年ᗘ 8㻢  㻟㻢  8㻢  㻟㻢 

表㸯㸬「ࢼノテク・ඛ端部材実用化研究開発」テ

ーマ事ᚋホ౯の実施結果 

 
表㸰㸬1('2 プロジ࢙クトホ౯の実施結果 
 
㸲㸫㸲㸬୧ステージ実施テーマのホ౯結果 
ステージϨ⤊ᚋࠊステージࢤートを経てステ

ージϩ移行したテーマにࡘいてࡑࠊれࡒれのス

テージにおけるホ౯結果をプロットした（ᅗ㸴）。

「研究開発成果」の平均点はࠊステージϨ⤊

点で㸰㸬３点ࠊステージϩ⤊点で㸰㸬㸰点で

ある。「実用化・事業化の見通し」にࡘいてはス

テージϨ⤊点で㸰㸬㸮点ࠊステージϩ⤊

点で㸰㸬㸯である。合計点は୧者とも㸲㸬３点と

なりࠊಶ別テーマでは点数のୖୗはあるもののࠊ

体的な傾向は変化していない。 
 

 
ᅗ㸴㸬ステージϨ㸩ϩ⤊テーマのホ౯結果 
 
㸳㸬考ᐹ 
㸳㸫㸯ホ౯結果にࡘいて 
 ホ౯方ἲが異なるためཧ考್ではあるもののࠊ

ステージϨ・ステージϩ⤊テーマともにඃⰋプ

ロジ࢙クトに分㢮されࠊテーマの合᱁⋡とඃⰋ⋡

は概ねプロジ࢙クトホ౯の実施結果とྠᵝの傾

向を示す。 

ステージϩ⤊テーマが㧗いඃⰋ⋡を示す⌮

⏤としてはࠊステージϨで㧗いホ౯をཷけたテー
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マがステージࢤートを✺◚しステージϩに移行

するためと考えられる。 

年ᗘを経るにࡘれて合᱁⋡・ඃⰋ⋡が改善する

⌮⏤にࡘいてはࠊ採ᢥ方ἲࡸホ౯方ἲにࡘいては

ᇶ本的に変わっていないためࠊඛに実施されたテ

ーマの結果➼がࠊᚋ༙テーマのマࢿジ࣓ントに

ᫎされた事が⌮⏤として考えられる。 
またࠊ合᱁の合にࡘいてはࠊ㠀テーマ公ເ型

事業と比較してⱝᖸୗᅇっている。ඃⰋ⋡にࡘい

てはྠ್の合を示すことからࠊテーマ公ເ型事

業においてはࠊ≉に㐍䬖のᛮわしくないテーマに

ジ࣓ントにㄢ題があると分析されࢿいてのマࡘ

る。 
 

㸳㸫㸰㸬ステージϨ⤊テーマのステージϩにお

けるホ౯結果の傾向にࡘいて 
 㸲㸫㸲の結果からࠊステージϨ⤊にホ౯の

㧗いテーマにࡘいてはࡑࠊのᚋのຓ成事業におい

てもྠᵝにඃれた成果をあࡆるྍ⬟性が㧗いと

いうことが分かる。またࠊステージϩはϨに比べ

実用化・事業化で㧗い成果をあࡆておりࠊステー

ジϩの┠的にἢった開発が実施されている。この

ことからࠊステージϨで㧗い成果をあࡆたテーマ

に関してはࡑࠊのᚋの研究開発が㐺ษに実施され

たሙ合ࠊ⥅続して㧗い成果をあࡆることが期ᚅで

きる。 
 
㸳㸫㸲㸬「ࢼノテク・ඛ端部材実用化研究開発」

のຠ果 
本事業ではࠊステージϨではシーࢬ技術の確立

をࠊステージϩでは確⋡したシーࢬ技術の数年ᚋ

の実用化に向けた研究開発実施することによりࠊ

新産業㸳分野の発展に資する࢟ーデバイスの実

現を┠指している。 
⤊テーマのうࡕステージϨでは㸲３௳ࠊステ

ージϩでは㸯㸲௳のテーマが合᱁に分㢮される。

㸳㸫３㸬の考ᐹからࠊステージϨの⤊テーマの

うࡕ㸲３௳⛬ᗘにࡘいてもࠊᚋも研究開発が⥅

続されればࠊ実用化を期ᚅできるྍ⬟性が㧗いと

分析される。したがってࠊ㸰㸮㸯㸰年㸷月現在でࠊ

ᑗ᮶的な事業化・実用化が期ᚅできるテーマは㸲

㸷௳とヨ算される（ステージϨ合᱁数㸲３௳㸩ス

テージϩ合᱁㸯㸲௳㸫ステージϨ・ϩ㔜」㸶௳）。

これまでにከ数のシーࢬ技術を実用化に向けて

確立できたことはࠊ本事業の┠的㐩成に㈉献して

いると考えられる。 
 
㸳㸫㸳㸬「ࢼノテク・ඛ端部材実用化研究開発」 
費用対ຠ果の向ୖ 
ステージϩにࡘいてはࠊテーマࡈとのண算実⦼

㢠は㠀ᖖにᖜᗈいもののࠊከ数のテーマで㧗いホ

౯をあࡆている。このことからࢼࠊノテクノロジ

ーという分野ではシーࢬ技術ࡸ定ฟཱྀがከᒱ

にわたりࡑࠊの研究開発の方ἲࡑࠊࡸのために必

要な㔠㢠にࡘいてもࠊテーマࡈとに大きく異なる

ものであるためと考えられる。୍方でステージϨ

にࡘいてはテーマで୍ࡰᚊにண算が㓄分さ

れている。研究開発ෆᐜࡸ㐍䬖状況➼からࠊண算

㓄分をᰂ㌾に行うことでࠊより᭷ຠにண算を活用

できると考えられる。 
 
㸴㸬結論 
 ࠊでは「ノテク・ඛ端部材実用化研究開発ࢼ」・
㸰㸮㸮㸳年㹼㸰㸮㸯㸰年㸷月までの㛫にࠊ⣙㸯㸶

㸮൨の投入㔠㢠に対してࠊ㸲㸷௳のテーマにࡘ

いてᑗ᮶の実用化・事業化が期ᚅできるというヨ

算となった。ከ数の技術開発テーマで୍定の成果

をあࡆたことはࠊᙜヱ分野におけるከᵝな技術シ

ーࢬを㏿ࡸかに実用化に結びࡘけるという本事

業の┠的から㚷みてࠊຠ果の㧗い開発が実施され

ている。 
 
・合᱁（┦ᙜ）テーマ௳数の合にࡘいてはࠊ㠀

テーマ公ເ型事業と比較してࡸࡸࠊ合がపくࠊ

改善のవᆅがある。ල体的にはࠊステージϨにお

いてࠊよりᰂ㌾なண算㓄分を行うといったことが

考えられる。 




